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【
う
ら
へ
続
く
】

原
発
回
帰
へ
の
新
た
な
仕
掛
け

老
朽
原
発
の
再
稼
働  

交
付
金
で
推
進

　
　 
長
期
停
止
で
も
最
大
25
億
円
交
付

　

原
発
の
運
転
期
間
に
つ

い
て
、
東
電
福
島
原
発
事

故
後
に
「
原
則
40
年
、
最

長
60
年
」
の
規
定
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
が
、
政
府
は

昨
年
５
月
、
原
子
力
基
本

法
を
改
定
。
運
転
延
長
を

経
済
産
業
相
が
認
可
す
る

こ
と
に
変
更
し
て
、
60
年

超
の
運
転
を
可
能
に
す
る

大
転
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
ヵ
月
後
の
６
月
、

原
発
交
付
金
を
長
期
停
止

原
発
の
地
元
の
自
治
体
に

支
払
う
な
ど
と
規
則
を
改

定
し
ま
し
た
。
経
済
産
業

省
は
さ
ら
に
、
10
年
以
上

停
止
し
て
い
る
原
発
の
地

元
自
治
体
に
最
大
25
億
円

を
交
付
す
る
な
ど
の
規
則

を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

ま
た
30
㎞
圏
内
の
避
難
計

画
地
域
の
自
治
体
に
最
大

40
億
円
を
支
払
う
と
し
ま

し
た
。

　

老
朽
原
発
の
再
稼
働
は

じ
め
原
発
回
帰
へ
の
新
た

な
仕
掛
け
で
す
。
原
発
事

故
の
安
全
を
交
付
金
で
あ

が
な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
悲
惨
な
原
発
事
故
へ

の
反
省
が
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
能
登
大
地
震
で
も
重

大
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
原
発
新
増
設

は
も
ち
ろ
ん
、
危
険
地
域

の
原
発
の
廃
炉
、
老
朽
原

発
の
再
稼
働
を
断
念
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　

能
登
半
島
地
震
か
ら

１
ヵ
月
。「
今
も
１
万
４
千

人
以
上
が
避
難
生
活
を
続

け
て
い
る
」「
停
電
は
お
お

む
ね
解
消
し
た
が
断
水
は

約
４
万
戸
と
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
」「
生
活
に

も
仕
事
に
も
水
は
不
可
欠
、

一
日
も
早
く
復
旧
し
て
ほ

し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
民
党
の
裏
金
パ
ー

「2024 年能登半島地震災害募金」
へのご協力を

【郵便振替】
  口座番号　　００１７０－９－１４０３２１
  加入者氏名　日本共産党災害募金係
＊通信欄に「能登半島地震募金」とご記入くだ
さい。手数料はご負担願います。
　お預かりした救援募金は、全額を被災者救援、
被災自治体への義援金に充てます。

金権腐敗・大軍拡・大増税
国民無視の岸田政権倒そう
　　　　国会開会日行動

　国会開会の１月 26 日、市民 250 人が国会前行動に取
り組みました。
　「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合」
の福山真劫さんは、市民連合と野党各党派が基本的な共
通政策で合意している述べ、「私たちのたたかいで解散・
総選挙に追い込み、政権を倒そう」と訴えました。

岸
田
首
相
の
資
金
管
理
団
体
の
収
入
と

パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
の
割
合

　
　
（
２
０
１
８
～
22
年
）
合
計

テ
ィ
券
問
題
。「
安
倍
派
が

２
０
２
０
～
22
年
の
政
治

資
金
収
支
報
告
書
を
訂
正

し
た
」「
３
年
間
で
約
４
・

３
億
円
増
え
て
約
７
・

３
億
円
だ
。
キ
ッ
ク
バ
ッ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
固
定
電
話
の
IP

網
移
行
が
完
了
（
１
月
31

日
）。「
30
日
か
ら
31
日
未

明
ま
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
が

数
百
人
規
模
の
態
勢
で

１
０
０
０
万
回
線
以
上
を

切
り
替
え
た
と
の
こ
と
」

「
準
備
も
含
め
て
膨
大
な

作
業
だ
」「
１
０
０
年
続
い

た
固
定
電
話
の
シ
ス
テ
ム

が
一
変
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
ヨ
タ
10
車
種
出
荷
停

止
に
。「
豊
田
自
動
織
機
の

エ
ン
ジ
ン
の
認
証
取
得
で

不
正
が
あ
っ
た
」「
子
会
社

の
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
で
も
不

ク
も
増
額
し
た
」「
悪
質

だ
。
指
摘
さ
れ
る
た
び
に

訂
正
を
繰
り
返
し
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

正
が
あ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

メ
タ
や
ア
マ
ゾ
ン
な
ど

３
社
、
増
収
増
益
。「
２

０
２
３
年
10
～
12
月
期
決

算
は
10
四
半
期
ぶ
り
に
そ

ろ
っ
て
増
収
増
益
と
な
っ

本
新
記
録
。「
２
時
間
18
分

59
秒
は
２
０
０
５
年
の
野

口
み
ず
き
さ
ん
の
記
録
を

19
年
ぶ
り
更
新
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

た
」「
異
常
な
儲
け
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ

ン
で
前
田
穂
南
選
手
が
日

　

大
相
撲
初
場
所
は
、
３

場
所
ぶ
り
復
帰
の
照
ノ
富

士
が
優
勝
。「
連
続
休
場
明

け
か
ら
の
優
勝
は
さ
す
が

だ
」「
優
勝
決
定
戦
を
争
っ

た
琴
ノ
若
は
大
関
に
昇
進

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

コ
ロ
ナ
が
流
行
っ
て
い
て
、

あ
ち
こ
ち
で
学
級
閉
鎖
が

広
が
っ
て
い
る
」「
コ
ロ
ナ

　

国
連
は
安
全
保
障
理
事

会
の
閣
僚
級
会
合
を
１
月

23
日
に
開
催
。
60
力
国
以

上
が
発
言
し
、「
２
国
家
共

存
」
を
否
定
す
る
イ
ス
ラ

エ
ル
に
厳
し
い
批
判
が

次
々
と
上
が
り
、
多
く
の

国
が
ガ
ザ
で
の
即
時
の
人

道
的
停
戦
を
要
求
し
ま
し

た
。

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ア
タ

フ
外
相
は
、「
イ
ス
ラ
エ
ル

は
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
樹
立

の
喪
失
の
上
に
も
っ
と
大

き
な
自
国
を
つ
く
ろ
う
と

し
て
い
る
」と
批
判
。「
２

国
家
共
存
に
基
づ
い
た
永

続
す
る
解
決
を
達
成
す
る

た
め
国
連
主
催
の
国
際
平

和
会
議
の
開
催
」
を
求
め

ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
セ
ジ
ュ
ル

ネ
外
相
は
和
平
プ
ロ
セ
ス

の
再
開
を
呼
び
掛
け
、「
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
将
来
の
統

治
方
法
や
主
権
の
範
囲
を

「
２
国
家
共
存
」
否
定
の

　
　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
批
判

　
　
　 
国
連
安
保
理

億万長者「私に課税を」

　超富裕層が各国に提案書簡

　

１
月
19
日
、
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会

（
ダ
ボ
ス
会
議
）
に
あ
た

り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
創
業
者

決
め
る
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル

で
は
な
い
」
と
く
ぎ
を
刺

し
ま
し
た
。PFAS 環境中で DNA 分解を促進

　　生態系への悪影響に対策を

　　　　　　　米中チーム
『エコ・エンバイロメント・アンド・ヘルス』（12 月号）

　

中
国
・
曁き
な
ん南
大
学
、
米

国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大

学
な
ど
の
研
究
チ
ー
ム
が
、

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の
環
境
中
で
生

物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
分
解
を
促

進
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
実
験
で
確
か
め
ま
し

た
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
、
サ
ケ

の
精
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
使
っ

て
実
験
。
各
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

さ
ま
ざ
ま
な
濃
度
で
、
酵

素
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
分
解

へ
の
影
響
を
調
べ
た
結
果
、

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
が
１
㍑
当

た
り
０
・
02
㍉
㌘
を
超
え

る
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
解
を
誘
発

す
る
可
能
性
が
あ
り
、０
・

５
㍉
㌘
を
超
え
る
と
分
解

が
強
く
促
進
さ
れ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
分
解

酵
素
の
活
性
に
影
響
す
る

の
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

構
成
す
る
塩
基
対
に
結
合

し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
ら
せ
ん
構

造
を
緩
め
る
よ
う
に
変
形

さ
せ
る
こ
と
で
分
解
を
促

進
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
も

つ
き
と
め
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
を
め

ぐ
っ
て
、
生
体
へ
の
毒
性

だ
け
で
は
な
く
、
生
態
系

へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
も

対
策
す
べ
き
だ
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

の
孫
に
あ
た
る
ア
ビ
ゲ
イ

ル
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
氏
ら

２
５
０
人
以
上
の
「
億
万

長
者
」
が
連
名
で
、「
も
っ

と
支
払
う
こ
と
を
誇
り
に

思
う
」
と
題
し
た
書
簡
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

書
簡
は
、
大
企
業
や
富

裕
層
が
儲
か
れ
ば
、
そ
の

恩
恵
が
庶
民
に
も
し
た
た

り
落
ち
る
と
す
る
「
ト
リ

ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
」は「
実

現
し
て
い
な
い
」
と
強
調
。

格
差
拡
大
を
根
本
的
に
解

決
す
る
た
め
富
裕
層
へ
の

増
税
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

2023 年は最も暑い夏
  　「1.5 度目標に切迫」

　 　世界気象機関

 

　

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ

Ｏ
）
は
12
日
、
２
０
２
３

年
が
観
測
史
上
最
も
暑
い

年
だ
っ
た
と
公
式
に
認
定

し
た
と
発
表
。
世
界
の
平

均
気
温
は
産
業
革
命
前

（1850

～1900

年
）
の

水
準
か
ら
約
１
・
45
度
高

く
な
り
、
気
候
変
動
対
策

の
国
際
枠
組
み
「
パ
リ
協

定
」が
掲
げ
る
１
・
５
度
目

標
に
「
ま
す
ま
す
近
づ
い

て
い
る
」
と
警
告
し
ま
し

た
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｏ
が
６
つ
の
主
要

な
国
際
デ
ー
タ
を
も
と
に

分
析
。
と
く
に
６
～
12
月

は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

の
影
響
で
、
全
て
の
月
で

月
間
平
均
気
温
の
最
高
記

録
を
更
新
。７
、８
月
は
観

測
史
上
最
も
暑
い
２
カ
月

間
で
し
た
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
サ
ウ
ロ
事
務

局
長
は
「
も
は
や
待
つ
余

裕
は
な
い
。
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
大
幅
に
減
ら

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
移
行
の
加
速

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い

る
人
も
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
熱
海
で
早
咲
き
の
あ

た
み
桜
や
梅
園
の
梅
が
見

頃
に
な
っ
て
い
る
」「
伊

豆
・
河
津
桜
ま
つ
り
が
１

日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
」


